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「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場

（26）

用
途
技
術
開
発
で
世
界
市
場
を
引
き
寄
せ
る

　
　
　

～
小
松
精
機
工
作
所
～

一
九
五
三
年
に
創
業
し
社
歴
五
十
七
年
目
を
迎
え

る
当
社
は
、
腕
時
計
組
立
、
部
品
切
削
、
熱
処
理
、
メ
ッ

キ
さ
ら
に
精
密
プ
レ
ス
加
工
お
よ
び
精
密
プ
レ
ス
金

型
設
計
・
製
作
に
展
開
し
、
腕
時
計
部
品
、
自
動
車

部
品
、
Ｉ
Ｔ
機
器
部
品
、
Ｆ
Ａ
機
器
部
品
、
医
療
機

器
部
品
な
ど
で
精
密
加
工
が
求
め
ら
れ
る
部
品
を
供

給
し
て
き
た
。

創
業
当
初
は
大
和
工
業
（
後
に
諏
訪
精
工
舎
か
ら

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
へ
）
の
協
力
企
業
と
し
て
腕
時

計
部
品
の
加
工
・
組
み
立
て
を
担
っ
た
。
腕
時
計
の

組
み
立
て
生
産
が
中
国
に
移
る
と
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
）
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
加

工
に
シ
フ
ト
す
る
。
主
要
顧
客
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
生
産
地
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
等
へ
移
る
と
、
日
本
国
内
生
産
の
主
力

を
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
噴
射
装
置
の
ノ
ズ
ル
加

工
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
。

事
業
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
コ
ア
事
業
領
域
の
遷

移
を
可
能
に
し
た
の
は
「
超
精
密
機
械
加
工
技
術
の

用
途
開
発
」
に
あ
る
。
用
途
に
応
じ
た
機
械
加
工
技

術
の
極
限
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
市
場
を

引
き
寄
せ
「
国
際
中
堅
企
業
」
に
成
長
し
活
躍
し
て

い
る
。

自
動
車
エ
ン
ジ
ン
用
ノ
ズ
ル
の
加
工
技
術
開
発

従
来
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
で
燃
料
と
空
気
を
混
合

す
る
方
式
は
「
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
方
式
」
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
燃
料
の
燃
焼
効
率
を
高
め
、
燃
費
の
改
善
や

排
気
ガ
ス
対
策
な
ど
エ
ン
ジ
ン
性
能
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
電
子
制
御
に
よ
る
「
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
方

式
」
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
1）

。

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
、
正
確
な
量
の
燃
料
を
シ
リ
ン

ダ
ー
内
に
む
ら
の
な
い
よ
う
満
遍
な
く
噴
射
す
る
た

め
の
ス
プ
レ
ー
チ
ッ
プ
の
ノ
ズ
ル
部
分
が
キ
ー
パ
ー

ツ
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
の
ノ
ズ
ル
穴
か
ら
燃
料
を
噴

射
す
る
と
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
混
合
気
の
濃
度
分
布
に

む
ら
が
発
生
し
て
完
全
燃
焼
に
は
至
ら
な
い
。
一
定

量
の
ガ
ソ
リ
ン
を
で
き
る
だ
け
微
細
化
し
て
噴
霧
す

る
た
め
に
は
、
ノ
ズ
ル
孔
の
総
面
積
は
一
定
で
孔
の

数
を
増
や
せ
ば
よ
い
。
孔
数
が
増
え
れ
ば
、
一
つ
ひ

と
つ
の
孔
径
は
小
さ
く
な
り
加
工
も
難
し
く
な
る
。

当
社
は
混
合
気
を
最
適
濃
度
で
満
遍
な
く
噴
射
す

る
方
向
、
孔
形
状
、
孔
の
位
置
の
研
究
開
発
を
進
め

た
結
果
、
プ
レ
ス
加
工
で
斜
め
に
打
ち
抜
い
た
十
二

個
の
孔
を
持
つ
ノ
ズ
ル
を
作
り
出
し
た
。
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー
ノ
ズ
ル
は
ボ
ッ
シ
ュ
が
開
発
し
実
用
化
し
て

い
た
が
、
切
削
加
工
に
よ
っ
て
い
た
た
め
量
産
に
限

界
が
あ
り
コ
ス
ト
も
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
社
は

量
産
効
果
が
高
い
プ
レ
ス
加
工
に
よ
り
、
厚
さ
〇
・

二
ミ
リ
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
孔
径
精
度
±
〇
・
〇
八

ミ
リ
、
斜
め
孔
径
精
度
±
〇
・
一
ミ
リ
の
加
工
を
施

す
技
術
の
実
用
化
を
達
成
し
て
い
る
。

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
用
ノ
ズ
ル
の
内
製
を
含
め
供

給
し
て
い
る
世
界
の
主
要
企
業
は
ス
イ
ス
２
社
、

ド
イ
ツ
１
社
と
当
社
の
４
社
で
あ
る
。
当
社
は
蓄

積
し
て
き
た
精
密
プ
レ
ス
金
型
、
プ
レ
ス
加
工
技
術

と
社
内
で
設
計
し
た
計
測
装
置
に
よ
っ
て
、
電
子
制

御
燃
料
噴
射
装
置
用
ノ
ズ
ル
の
独
自
の
加
工
技
術
を

確
立
し
、
月
産
約
六
〇
〇
万
個
、
世
界
シ
ェ
ア
の
約

三
〇
％
を
獲
得
し
て
い
る
。
現
在
、
ボ
ッ
シ
ュ
お
よ

び
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
向
け
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
用
ノ
ズ
ル
が
主
力
受
注
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

写
真　

Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
　
　

加
工
ラ
イ
ン
（
当
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
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タ
イ
進
出
と
事
業
拡
大

腕
時
計
や
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
組
み
立
て
加
工
が
海
外
生
産

に
移
行
す
る
中
で
日
本
国
内
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
超

精
密
加
工
技
術
を
追
求
し
用
途
開
発
に
注
力
し
て
き

た
当
社
は
、
自
社
の
持
つ
技
術
優
位
性
を
海
外
市
場

で
直
接
発
揮
す
べ
く
、
〇
二
年
に
タ
イ
・
ラ
ヨ
ン
県

に
進
出
し
て
い
る
。

デ
ン
ソ
ー
の
要
請
に
応
じ
て
自
動
車
部
品
企
業
六

社
（
現
在
八
社
）
と
と
も
に
タ
イ
に
進
出
し
「
三
年

で
単
年
度
黒
字
、
五
年
で
累
損
清
算
」
の
事
業
計
画

を
進
め
た
。
当
社
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
用
機
構
部
品
の

プ
レ
ス
、
切
削
、
熱
処
理
、
バ
レ
ル
研
磨
な
ど
七
つ

の
部
品
加
工
を
担
っ
て
い
る
。

初
期
投
資
の
三
億
円
は
既
に
回
収
し
、
さ
ら
に
九

次
の
追
加
投
資
を
行
い
、
現
在
ま
で
の
総
投
資
額

は
約
十
八
億
円
に
達
し
た
。
従
業
員
は
四
名
か
ら

四
六
〇
名
（
う
ち
男
性
十
四
名
、
日
本
人
駐
在
三

名
）
に
拡
大
し
、
売
上
高
は
約
二
十
四
億
円
と
順
調

に
成
長
し
て
い
る
。
立
地
地
域
に
は
日
系
自
動
車

関
連
企
業
の
ほ
か
欧
米
の
自
動
車
部
品
企
業
も
多

く
、
ま
た
、
タ
イ
事
業
所
の
従
業
員
の
「
モ
ノ
づ
く

り
」
意
欲
も
高
い
の
で
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
で
き

る
と
み
て
い
る
。

タ
イ
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
社
事
業
所

の
新
た
な
役
割
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
「
国
際
中

堅
企
業
」
に
成
長
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た
。
タ

イ
事
業
所
の
生
産
拡
大
に
と
も
な
い
、
本
社
事
業
所

内
で
は
「
暗
黙
知
」
と
な
っ
て
い
る
工
程
、
作
業
等

を
、
タ
イ
事
業
所
の
従
業
員
が
修
得
で
き
る
よ
う
に

分
解
し
汎
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
当
社
の
「
技
術
ブ
ラ
ン
ド
」
を
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
で
認
知
さ
せ
る
た
め
に
は
、
タ
イ
事
業
所
の
「
モ

ノ
づ
く
り
」
水
準
を
下
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

日
本
で
生
産
す
る
の
と
同
じ
品
質
を
、
日
本
と
は
異

な
る
環
境
の
な
か
で
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。

事
業
の
立
ち
上
げ
期
に
タ
イ
事
業
所
の
従
業
員
の

中
か
ら
三
名
が
約
十
ヵ
月
間
、
本
社
事
業
所
で
研
修

し
、
本
社
か
ら
は
五
名
が
交
替
で
三
～
五
ヵ
月
間
、

タ
イ
事
業
所
へ
支
援
出
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
社

事
業
所
と
共
通
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り
」
環
境
を
整
え

て
き
た
。

海
外
直
接
投
資
の
プ
ラ
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

そ
の
過
程
で
、
本
社
事
業
所
機
能
の
再
確
立
と
充

実
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
微
細
加
工
技
術
の
開
発
、

製
造
、
計
測
」
、
タ
イ
事
業
所
で
用
い
る
「
金
型
や

治
工
具
の
設
計
」
、
自
社
の
生
産
す
る
製
品
の
「
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
制
の
確
立
」
で
あ
る
。
こ
う
し

た
本
社
事
業
所
の
機
能
充
実
は
、
国
内
一
事
業
所
態

勢
で
あ
っ
て
も
進
展
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
海
外
に
子

会
社
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
加
速
さ
れ
た
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

タ
イ
へ
の
進
出
は
本
社
事
業
所
に
海
外
子
会
社
へ

の
輸
出
増
と
い
う
好
循
環
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
進

出
当
時
の
当
社
の
輸
出
額
は
約
二
億
円
で
あ
っ
た

が
、
ボ
ッ
シ
ュ
等
へ
の
ノ
ズ
ル
輸
出
と
子
会
社
向
け

輸
出
約
を
加
え
九
億
円
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
直
近

の
本
社
売
上
高
は
約
五
十
八
億
円
で
あ
り
、
タ
イ
進

出
当
時
の
二
・
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。
本
社
従
業
員

数
は
海
外
進
出
当
時
と
同
じ
く
二
三
〇
名
で
変
わ
り

が
な
い
の
で
、
本
社
の
一
人
当
た
り
売
上
高
は
〇
二

年
の
約
九
二
〇
万
円
か
ら
〇
八
年
の
約
二
五
三
〇
万

円
へ
と
二
七
五
％
の
生
産
性
向
上
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
社
は
超
精
密
機
械
加
工
の
技

術
開
発
を
継
続
し
、
付
加
価
値
の
高
い
機
構
部
品
の

受
注
に
成
功
し
て
き
た
。
独
自
の
機
械
加
工
技
術
を

追
求
し
「
新
技
術
に
よ
る
部
品
の
用
途
開
発
」
に
つ

な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
社
の
優
位
性
で
あ
る
。

電
子
制
御
式
燃
料
噴
射
装
置
用
ノ
ズ
ル
と
い
っ
た

特
定
の
キ
ー
パ
ー
ツ
に
特
化
し
、
そ
の
業
界
で
当
社

の
機
械
加
工
技
術
の
優
位
性
が
認
知
さ
れ
、
生
産
す

る
部
品
の
信
用
力
を
高
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
る
。
「
技
術
の
信
用
力
」
は
、

燃
料
噴
射
装
置
用
ノ
ズ
ル
以
外
の
自
動
車
部
品
の
受

注
に
も
波
及
し
、
海
外
事
業
の
順
調
な
発
展
に
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
社
が
「
国
際
中
堅
企
業
」
に
成
長
す
る
過
程
に

お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
新
た
な
市
場
ニ
ー
ズ
（
排

ガ
ス
規
制
へ
の
対
応
、
燃
費
の
向
上
）
に
応
じ
た
技

術
の
用
途
開
発
（
プ
レ
ス
加
工
に
よ
る
ノ
ズ
ル
の
生

産
技
術
）
を
行
い
、
技
術
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
（
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
に
当
社
の
存
在
が
認
知
さ
れ
る
）
し
た
こ

と
に
あ
る
。
民
間
企
業
が
挑
戦
し
開
発
す
る
高
度
な

加
工
技
術
は
、
商
業
生
産
に
使
わ
れ
て
こ
そ
生
き
る

の
で
あ
る
。

日
本
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」
地
域
に
は
、
特
定
の
キ
ー

パ
ー
ツ
や
特
定
の
機
械
加
工
技
術
に
特
化
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
「
技
術
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
て
い
る

中
堅
企
業
が
少
な
く
な
い
。
今
後
、
そ
う
し
た
企
業

が
集
積
す
る
地
域
や
企
業
群
を
日
本
の
「
モ
ノ
づ
く

り
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
効
果

的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

（
に
し
ざ
わ 

ま
さ
き　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

1）
理
論
的
に
は1

g

の
燃
料
に
対
し1

4
.7

g

の
空
気
と
混
合
す

れ
ば
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ソ
リ
ン
を
霧
状
に

し
て
燃
え
や
す
い
状
態
を
作
り
空
気
と
混
ぜ
る
装
置
と
し
て
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
は
吸
入
空
気
量
を
制
御
す
る
が
燃
料
流
量
自
体

は
制
御
し
な
い
。
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
多
く
は
電
子
的
な
演
算

に
よ
り
燃
料
流
量
を
制
御
す
る
。　
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